
〜ほっとにこっとあふれる元氣〜 ２０２５年度 練⾺⼆葉保育園〜

園長　堀内由紀

　 
    『夏の思い出がいっぱいの季節です』 
　いよいよ夏本番を迎えます。子どもたちは水遊びやシャボン玉遊び、夏祭りごっこなど、夏ならで
はの遊びを元気いっぱい楽しんでいます。 
　7月には、子どもたちが心待ちにしている七夕まつりが行われます。短冊に書かれた一人ひとりの
願い事を見ながら、子どもたちの豊かな発想や夢に心がほっこりと温まります。ご家庭でも、夜空を
見上げて天の川の話をしてみてくださいね。 
　そして、年長児は待ちに待ったお泊まり保育があります。おうちの方と離れて過ごす経験は、子ど
もたちにとって大きな成長の機会です。仲間と一緒に協力し合いながら、楽しい思い出をたくさん作
ってくれることでしょう。 
　また、今年も町会の盆踊りに参加させていただきます。地域の皆さんとのふれあいを大切にしなが
ら、夏の風物詩を存分に楽しみたいと思います。ご参加・ご協力いただく保護者の皆様、ありがとう
ございます。 
　暑さも日ごとに厳しくなってまいります。園でも水分補給や休息を十分に取りながら、子どもたち
が安全に過ごせるよう配慮しています。ご家庭でも、体調管理や生活リズムの調整に引き続きご協力
をお願いいたします。 
　これからも、夏ならではの体験を通して子どもたちの心と体がますます健やかに育つよう、職員一
同努めてまいります。 
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※7月、8月のコーディネーショントレーニングの日程が決まりましたらお知らせします

・乳児健診

・誕生会

・七夕笹飾り
警察・消防(ゆり・さくら) ・職場体験 ・職場体験

・誕生会

・園内夏祭り

・乳児健診



 �
〜熱中症に気を付けましょう〜

 園では、今年度も環境省が発表する「暑さ指数・熱中症警戒アラート」を
活⽤しながら野外活動の時間と範囲を決めていきます。プール・⽔遊びも野外活動

に含まれますので、暑さ指数によって中⽌と判断する場合もあります。
毎⽇8：30〜9：00頃に、暑さ指数を医務室前に貼り出していますので

保護者の皆様も１⽇の活動のご参考にしてみてください。

〜夏を健康に過ごすために〜
①⾷事・休息・睡眠をしっかりとる

�夏バテをしないためには、⾷事はたんぱく質やビタミン類などを
意識してしっかりとるようにしましょう。⽣活リズムを整え

夜更かしをしないようにしましょう。

②⽔分を⼗分に取る
�暑い時は、汗をかいて体温調節しています。体内の⽔分が不⾜すると汗が出ず、体
温が上がってしまいます。汗をかいたらしっかり⽔分を取るようにしましょう。の
どが渇いたと感じる前にこまめに⽔分を取ること、お茶だけでなく、⽔分と塩・糖
分を⼀緒にとれるようスポーツドリンクなどもとるようにすることを意識しましょ
う。冷房が効いているところに⻑時間いると、汗を出して体温を下げる働きが鈍く

なってきてしまいます。涼しい時間帯を選んで、外で⼦どもたちを
遊ばせるようにしてたくさん汗をかきましょう。

�肌をたくさん出す⾐類は⼀⾒涼しそうに⾒えますが、外で元気に遊ぶ⼦どもたちに
とっては紫外線を多く受けることになるため、肩が隠れて、汗をよく吸収する⾐類
を着せると良いでしょう。また、汗をかいた後にシャワーや着替えをすることや、

外出時には⽇焼け⽌めを使⽤することも⼤切です。

③冷房を上⼿に使⽤しましょう。
�冷房を使う時には、外気との温度差が3〜5℃程度になるように使⽤しましょう。
体温調節がうまくできない乳幼児には、冷房の⾵を直接当てないようにする配慮が

必要です。

④⽪膚を清潔に保ちましょう。
�⼦どもは肌がデリケートで新陳代謝が盛んです。

特に、夏はあせもや⾍刺されからとびひになりやすいため
スキンケアに注意しましょう。



外出時には保険証、⽔筒、タオル、絆創膏、⾍刺され
常備薬などを忘れずに持つようにしましょう。夏は旅⾏に⾏ったり楽しい計画が

たくさんあると思いますが、無理のないように元気に楽しく過ごしましょう。
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